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令和６年度第３回福島県森林審議会議事録 

１ 日 時  令和６年１２月１９日（木） １３時３０分～１５時３０分 

 

２ 場 所  福島市 （杉妻会館 ４階 牡丹） 

 

３ 出席者 

（委 員） 

阿部恵利子委員、五十嵐乃里枝委員、古関惠子委員、今野万里子委員、 

白岩和子委員、鈴木清延委員、鈴木謙司郎委員、高木鉄哉委員、田子英司委員、

藤野正也委員、村越のぞみ委員 

（以上１１名） 

（福島県） 

農林水産部長、農林水産部次長（森林林業担当）、農林総務課長、農林企画課長、

森林計画課長、森林整備課長、林業振興課長、森林保全課長、 

県北農林事務所森林林業部長、県中農林事務所森林林業部長、 

県南農林事務所森林林業部長、会津農林事務所森林林業部主幹兼副部長、 

南会津農林事務所森林林業部長、相双農林事務所森林林業部長、 

いわき農林事務所森林林業部長、林業研究センター所長 

（以上１６名） 

 

４ 議 事 

 （１）【議案第１号】 

   ア 阿武隈川地域森林計画の樹立について 

   イ 奥久慈、会津及び磐城地域森林計画変更について 

   ウ 地域森林計画の樹立及び変更に対する意見等について 

 （２）【議案第２号】 

   ア 令和８年度以降の福島県森林環境税の在り方について（中間とりまとめ案） 

 

５ その他 

連絡事項 

 

６ 閉 会 

 

７ 発言者名、発言者ごとの発言内容 

以下のとおり 



司会 

森林計画課総括主幹 

（野崎総括主幹） 

 

 

 

 

会長あいさつ 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

（野崎総括主幹） 

 

農林水産部長あいさつ 

（沖野部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は大変お忙しい中、福島県森林審議会に御出席頂きあり

がとうございます。 

私は本日の司会進行役を務めさせていただきます、森林計画

課総括主幹の野崎と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまより、福島県森林審議会を開催いたします。 

はじめに、藤野会長より御挨拶をお願いいたします。 

 

委員の皆様におかれましては、師走のお忙しい中、令和６年度

第３回森林審議会に御出席頂きまして誠にありがとうございます。 

本日は、１２月１０日付けで諮問を受けました「阿武隈川地域森

林計画（案）並びに奥久慈、会津及び磐城地域森林計画変更

（案）」について、委員の皆様には事前に御意見を頂いているとこ

ろですが、本日はこれらを踏まえて、審議を進め、答申を行いたい

と考えています。 

また、１０月２１日付けで諮問を受けました「令和８年度以降の福

島県森林環境税の在り方について」につきましては、事前に皆様

から頂いた御意見を反映させた、中間とりまとめ（案）について審

議を進めてまいりたいと考えております。 

本日は内容が多岐にわたりますが、皆様にはそれぞれのお立

場から忌憚のない御意見を頂ければと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、農林水産部長から挨拶を申し上げます。 

 

 皆さんこんにちは。 

県農林水産部長の沖野と申します。 

令和６年度第３回福島県森林審議会の開催に当たり、御挨拶を

申し上げます。 

委員の皆様には、年末のお忙しいところ御出席頂き、誠にあり

がとうございます。また、日頃より、本県の森林林業の持続的な発

展に御協力頂いておりますことに厚く御礼申し上げます。 

さて、先月１０日、いわき市において、全国植樹祭の理念を継承

し、県民参加の森林
も り

づくり活動を促進するため、第７回ふくしま植

樹祭が開催されました。当日は約７００名の方に参加頂き、植樹活

動や枝払い等の森林整備を行うとともに、薪割りなどの交流体験



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

（野崎総括主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により、森林の魅力に触れていただきました。 

今後もこれらの活動を通じて県民に、森林
も り

づくりの共感の輪が

一層広がるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

本日は、二つの議案について御審議を頂くこととしております。 

１つ目が、本県の森林林業施策の方向性を定め、計画的な森

林施業による適正な管理や、市町村、森林所有者等が作成する

計画の指針となる地域森林計画についてであります。 

そして２つ目が、１０月２１日に開催した第２回森林審議会で諮

問し、委員の皆様から事前に頂いた御意見を反映いたしました、 

「令和８年度以降の福島県森林環境税の在り方について」の中間

とりまとめ（案）についてであります。 

限られた時間でございますが、委員の皆様には、それぞれの立

場から忌憚のない御意見を賜り御審議くださるようお願い申し上げ

まして、挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

沖野農林水産部長は所用により、ここで退席させていただきま

す。 

それでは皆様には御手元の資料の御確認をお願いいたしま

す。 

御手元の資料の配付資料一覧表を御覧ください。 

本日の審議会の資料は、「次第」、「出席者名簿」、「座席表」、

「森林審議会委員名簿」、地域森林計画関係資料が、資料１から

資料７、あわせて参考１から参考３があります。また、地域森林計画

に関する諮問の写しがついております。 

福島県森林環境税関係資料につきましては、資料１、資料２、

参考１でございます。 

資料はおそろいでしょうか。 

なお県側の出席者でございますが、「出席者名簿」を御覧願い

ます。 

それでは、次第４ 委員の出席状況について御報告させていた

だきます。 

福島県森林審議会出席者名簿を御覧ください。 

委員のうち、リモートで御参加頂いてます委員は、出席者名簿

の氏名に下線が引いてあり、阿部恵利子委員１名となっておりま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

森林計画課主幹 

（眞壁主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

また、本日は遠藤忠一委員、宮田秀利委員、関奈央子委員の３

名から欠席の御報告を頂いております。 

豊田新一委員は所用で遅れておりますが、委員総数１５名のと

ころ現時点で１１名の出席となっており、福島県森林審議会規程

第４条に定めます委員の過半数の出席を得ていることから、当審

議会は有効に成立していることを御報告いたします。 

それでは次第の５ 議事に移らせていただきます。 

福島県森林審議会規程第５条により、会長が議長となりますの

で、藤野会長に議事進行をお願いいたします。 

それでは藤野会長よろしくお願いいたします。 

 

それでは委員の皆様の御協力をお願いいたします。 

はじめに、審議会規程第７条第２項により、議事録署名人を２名

指名いたします。 

古関惠子委員と白岩和子委員にお願いしたいと思います。 

それでは、議事１に入らせていただきます。 

議案第１号については、知事から１２月１０日に諮問を受けてお

ります、地域森林計画に関する事項となっております。 

それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

森林計画課の眞壁と申します。よろしくお願いいたします。 

説明の進め方ですが、はじめに、「阿武隈川地域森林計画の樹

立（案）」に関する御説明を行った後、「奥久慈、会津及び磐城地

域森林計画の変更（案）」に関して御説明させていただきたいと思

います。 

そのあとに縦覧等の結果並びに委員の皆様から事前に頂きまし

た御意見とその対応について御説明させていただきます。 

それではスクリーンのほうを御覧ください。 

スクリーンの画像につきましては、青のインデックスの参考１「阿

武隈川地域森林計画（案）並びに奥久慈、会津及び磐城地域森

林計画変更（案）について」としてお配りしておりますので、あわせ

て御覧頂きますようお願いいたします。 

 

はじめに、地域森林計画の概要です。 

森林法に基づき、知事が全国森林計画に即して５年ごとに１０



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年を１期として立てる計画となっております。 

それぞれの地域に応じた森林の整備・保全の目標等を明らか

にするものです。 

また、市町村長が立てる市町村森林整備計画の指針となりま

す。 

本県においては、磐城、阿武隈川、奥久慈、会津の４つの計画

区があり、今年度は阿武隈川地域森林計画の樹立となります。 

４つの計画区合計の民有林の面積は５６１千ヘクタールで、県

土面積の約４１％を占めております。 

 

次に、地域森林計画の位置付けについてです。 

左側が県の各種計画の体系になります。 

県全体の振興計画となる福島県総合計画、その部門別計画と

して、農林水産業振興計画があり、これに即して各種事業計画が

立てられております。 

また、本県の土地利用の方向性を示す土地利用基本計画がご

ざいます。 

右側が森林計画制度の体系になります。 

森林林業基本法に基づき、政府が長期的かつ総合的な施策の

方向、目標を示した、森林林業基本計画を立て、これに即して農

林水産大臣が全国森林計画を立てます。 

さらにこれに即しまして、民有林では「地域森林計画」が、国有

林では「国有林の地域別の森林計画」が立てられます。 

地域森林計画に適合した形で、市町村では「市町村森林整備

計画」、森林所有者等においては「森林経営計画」が策定されま

す。 

なお、地域森林計画は、「農林水産業振興計画」や「土地利用

基本計画」、「第２期福島県復興計画」との調整を図り作成しており

ます。 

 

次に、阿武隈川地域森林計画の前計画、令和２年度から令和６

年度の計画となりますが、こちらの実行の結果と今後の取組につ

いて御説明いたします。 

計画量に対する実行歩合は、伐採材積が８３％、間伐面積が６

５％、造林面積が２７％、林道開設量が１２６％で、これらの実績を

踏まえて新たな計画を作成しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、阿武隈川計画区の課題は、放射性物質の影響を受けた

森林環境の回復、資源構成の適正化、自然環境の保全など多面

的機能の維持、効率的かつ安定的な林業経営の４つになります。 

これらの課題を踏まえ、今後の取組としては、①東日本大震災

及び原子力災害からの復興、②森林資源の質的な充実、③森林

の有する多面的機能の持続的な発揮、④持続可能な林業経営の

確立の４つの事項を基本的な考え方としております。 

次のスライドからこの４つの事項について御説明してまいりま

す。 

①東日本大震災及び原子力災害からの復興です。 

スライドは、ふくしま森林再生事業及び広葉樹林再生事業によ

る取組を示したものです。 

森林環境回復の推進を図るため、ふくしま森林再生事業によ

り、人工林における間伐等の森林整備、丸太筋工等による放射性

物質の拡散抑制に取り組みます。 

また、震災前、きのこ原木生産が盛んであった阿武隈山地を中

心に、次世代のきのこ原木林等となる広葉樹林の再生に向けた取

組を推進いたします。 

また、新たな木材需要の創出を推進するため、未利用間伐材等

を木質バイオマス発電所等で利用することや、新たな利用拡大を

図るため、WOOD.ＡＬＣや縦ログ構法などの製品開発、木造公共

施設等への利用などにより、県産材の需要拡大を図ります。 

 

②森林資源の質的な充実についてです。 

県内の人工林は利用可能な高齢級林分が増加している一方

で、若い森林が少なく、偏った齢級構成となっております。 

小規模零細な所有形態となっている森林を面的にまとめた中で

森林経営していくため、施業集約化に向けて、森林組合による保

育・経営の活性化等の推進、森林クラウドの活用や林地台帳の作

成等を行う森林関連情報の整備・提供、利用可能な高齢林分の

更新を推進し、森林資源の質的な充実を図ってまいります。 

また、再造林等により適確な更新を図っていくため、造林コスト

の低減や、路網整備の推進、花粉症発生源対策、育成複層林化

や長伐期化への誘導等を進め、多様で健全な森林へ誘導してま

いります。 

③森林の有する多面的機能の持続的な発揮についてです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな森林の恵みを次世代に引き継ぐため、長期的な視点に

立って、森林の状況を適確に把握するとともに、森林資源の現況

に応じた適正な森林施業の実施や、森林環境の保全を推進し、

森林の有する多面的機能を発揮させるものとします。 

計画では、森林の有する機能として水源かん養機能、山地災害

防止/土壌保全機能、快適環境形成機能、保健・レクリエーション

機能、文化機能、生物多様性保全機能、木材等生産機能を紹介

し、それぞれの望ましい森林の姿を記載しております。 

 

④持続可能な林業経営の確立についてです。 

林業の持続的かつ健全な発展を図るため、路網と高性能林業

機械との組合せによる、低コスト作業システムの導入、人材の確

保･育成、地域一体となった県産材の供給体制整備、木材製品の

安定的な供給、特用林産の振興により持続的・安定的な林産物の

生産を推進します。 

 

以上４点が計画策定に当たって重視している事項です。 

 

次に、阿武隈川計画区の森林資源の概要です。 

阿武隈川計画区における森林面積は、約２６９千ヘクタールで、

計画区の総土地面積の約５６％を占めております。 

森林面積のうち１７８千ヘクタールが民有林で、森林面積の６

６％を占めております。 

民有林のうち、人工林は７１千ヘクタールと４０％を占めており、

県平均の人工林率３６％を少し上回っております。 

樹種構成は６２％がスギで、次いでアカマツ・クロマツが２７％と

なっております。 

資源量は年々増加し、令和６年現在、平成１１年の１.８倍の約５

２.９百万立方メートルとなっております。 

人工林は高齢林化し、人工林面積の８７％が、８齢級以上と本

格的な利用期を迎えております。 

一方で、７齢級以下の林分は１３％と少ないことから、資源の平

準化が課題となっております。 

 

次に森林整備の推移です。 

伐採立木材積について、近年、主伐材積は横ばい、間伐材積



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は減少傾向にあります。 

間伐面積も近年減少傾向にあり、ヘクタール当たりの間伐材積

は、平成２７年度以降、年によって差はあるものの、減少傾向にあ

ります。 

人工造林面積及び林内路網整備延長の推移については、人

工造林面積は年度ごとのばらつきはございますが、およそ１００ヘ

クタールから２００ヘクタールの範囲で推移しています。 

林内路網整備の延長は、林道開設の延長が令和５年度までに

２９．４キロメートル、作業道整備延長が１，２１７キロメートルとなっ

ており、森林整備と一体的に路網の整備が進んでおります。 

 

次に保安林指定面積及び治山事業量の推移です。 

保安林指定面積は、平成２７年の１９，９２９ヘクタールから年々

増加し、令和５年度には２０,３８５ヘクタールとなり、計画的に保安

林の指定が進められております。 

治山事業量は災害復旧が進んだため、平成２７年度と比べ事業

量は大きく減少しておりますが、近年は、５億から６億円の範囲で

推移しております。 

 

次に、阿武隈川地域森林計画の各計画量について御説明しま

す。 

なお、当計画量は、計画期間１０年間の合計値となっておりま

す。 

また、いずれも当地域の森林面積や齢級構成等を勘案しつつ、

全国森林計画に即して設定しております。 

現計画は、最終の変更内容を踏まえた数量としており、昨年度

の計画変更の内容が反映されております。 

主伐については、現計画と考え方に変更はないため、主伐材積

や人工造林面積、天然更新面積はほぼ変わっておりません。 

間伐については、合計面積は変わっていないものの、齢級ごと

の実行量を見直したため、材積が現計画比８５．２％に下がってお

ります。 

 

次に、林道の開設及び拡張に関する計画です。 

林道の事業計画との調整により計画しており、開設は新設３７路

線、約１３キロメートル、改築が９路線、約２２キロメートル、拡張は、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改良が５１路線、約４１キロメートル、舗装が４７路線、約１２１キロメ

ートルの計画となっております。 

 

次に保安林面積及び治山事業の計画です。 

保安林面積の計画量について、水源かん養は１３，５９４ヘクタ

ール、災害防備は１０，０５７ヘクタール、保健･風致は１，７２９ヘク

タールを計画しております。 

治山事業の計画量は、事業の重要性、緊急度等を勘案して、

治山事業計画と調整し、２３５地区を計画しております。 

 

続きまして、奥久慈、会津、磐城計画区における変更内容につ

いて説明いたします。 

はじめに、各計画区の対象森林面積の変更です。 

奥久慈計画区は変更ございません。 

会津計画区は官行造林地の返地により、一つの町で合計１１ヘ

クタールの増加となります。 

磐城計画区は、地域森林計画対象森林の区域修正及び林地

開発の完了により、５つの市町村で、合計１，０８４ヘクタールの減

少となっております。 

 

次に、林道の開設及び拡張に関する計画です。 

林道の事業計画との調整を図り、表にお示ししているとおり、路

線数、延長を変更しております。 

なお、計画は、森林整備計画、地元要望等に基づくものとなっ

ております。 

 

次に、各計画区の保安林面積及び治山事業の計画量です。 

保安林の指定と解除の面積は、令和４年度の集中豪雨等によ

り、山腹崩壊が発生し、災害防備機能を早急に発揮させる必要が

あるなどから、会津計画区で増となっております。 

治山事業の計画量についても、令和４年度の集中豪雨や、令

和５年度の台風１３号等により、会津計画区では４地区、磐城計画

区では１１地区増加しております。 

以上が各計画区の変更内容の御説明でした。 

最後に、地域森林計画樹立･変更に関するスケジュールについ

て御説明いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、森林審議会からの答申を頂きましたら、今後、農林水産

大臣へ協議を行い、同意を得た上で、１２月２６日付けでの樹立及

び変更、同日付けで公表を予定しております。 

「阿武隈川地域森林計画（案）並びに奥久慈、会津及び磐城地

域森林計画の変更（案）について」は以上のとおりです。 

 

続きまして、縦覧及び県民意見公募の結果等をとりまとめた、

「地域森林計画（案）並びに同変更（案）に対する意見等」につい

て御説明いたします。 

 

御手元の資料６の２ページを御覧ください。 

「１ 森林法第６条第２項に基づく意見の申し立て及びうつくしま

県民意見公募（パブリックコメント）の結果」については、１０月２２日

から１１月２１日の３１日間実施いたしましたが、特に意見等はござ

いませんでした。 

また、市町村や関係機関、審議会委員からの意見につきまして

は、東北経済産業局長から１件と、森林審議会委員から３件御意

見を頂きました。 

 

３ページを御覧ください。 

東北経済産業局からは、「計画区域内の鉱業権が設定されてい

る区域では、鉱業の実施に支障ないよう配慮すること。」との御意

見があり、阿武隈川地域森林計画書１０ページに記載しておりま

す、森林の整備及び保全の基本方針のとおり、適切な管理を行

い、災害防止に努めてまいります。 

 

４ページを御覧ください。 

森林審議会委員からの御意見といたしまして、１つ目になりま

す。 

阿武隈川地域森林計画の計画書５ページに記載があります、

「２ 全計画の実行結果の概要及びその評価」の（４）基幹路網の

開設又は拡張に記載している内容に関する疑義を頂いておりま

す。 

御意見のとおり、記載内容に誤りがございましたので、回答対応

欄に記載のとおりに修正しております。 

２つ目になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林計画課主幹 

（眞壁主幹） 

 

同じく阿武隈川地域森林計画の計画書２０ページになります

が、「２ 造林に関する事項」、（１）人工造林に関する指針 ア人工

造林の対象樹種に関する指針において、特定苗木に関する記載

内容に関して修正の御意見を頂きました。 

こちらも頂いた御意見と全国森林計画に即した表現として、回

答欄に記載のとおりに修正しております。 

３つ目になります。 

阿武隈川地域森林計画の計画書、３９ページの（６）その他必要

な事項 ウ持続的な吸収源対策について、表現の修正に関する御

意見がありました。 

内容を精査し、御意見のとおり修正しております。 

なお、公告縦覧後から修正された誤字等につきましては、資料

の７のとおり訂正させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

地域森林計画変更に対する意見等につきましては以上となりま

す。 

御審議よろしくお願いいたします 

 

ありがとうございました。 

これまでの説明について御意見、御質問などがありましたらお

願いいたします。 

御意見、御質問等ありませんでしょうか。 

御意見ありませんので、議案第１号は原案に異議がないものと

して答申したいと思います。 

なお、答申は次第のとおり審議会閉会後に行いますので、事務

局にて、準備をお願いいたします。 

 

次に議事２に入らせていただきます。 

議案第２号については知事から１０月２１日に諮問を受けており

ます「令和８年度以降の福島県森林環境税の在り方について－中

間とりまとめ（案）－」となっております。 

それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

 

御説明させていただきます。 

御手元の資料の、赤のインデックスの資料１、資料２、参考１、こ

ちらの資料を使って御説明させていただきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度以降の福島県森林環境税の在り方につきましては、

前回の第２回森林審議会において、現在の福島県森林環境税制

度や県民アンケート調査などの結果を御説明し、御審議頂きまし

た。 

そこで頂いた御意見や、アンケート、タウンミーティング等での県

民からの意見などを踏まえて、中間とりまとめ（案）を作成し、１１月

の下旬に委員の皆様へお送りし、事前に御確認頂き、御意見を頂

戴したところです。 

本日は修正しました中間取りまとめ（案）について、改めて委員

の皆様に御確認いただき、御審議をお願いいたします。 

 

資料の１を御覧ください。 

委員の皆様に事前に御確認いただいた結果等を踏まえ、修正

した箇所を赤で表示しております。 

こちらの資料１とあわせて、参考１を御覧いただきたいのです

が、御手元に、冊子とは別にＡ３判の大きなカラー刷りの資料を御

準備しております。 

参考１の１ページ目がこちらになっておりますので、こちらを御

覧頂けるとよろしいかと思います。 

表の１番左に、県内の森林・林業を取り巻く現状と課題の、課題

の部分をまとめております。 

山地災害防止機能等の高い森林において荒廃のおそれがある

森林がいまだ多く存在しております。 

また、主伐後に、再造林されていない森林が、県内には多く存

在しております。 

里山林などの身近な森林においても、人の手が入らず荒廃し、

野生動物との緩衝地帯としての機能が低下しており、人里への野

生動物の出没が大きな問題となっております。 

長引く木材価格の低迷などによって、木材利用が十分に進ま

ず、「伐って、使って、植えて、育てる」持続可能な森林経営が困

難な状況となっております。 

こういった状況や生活様式の変化などから、県民が森林と関わ

る機会が減少し、森林を適切に管理する意識・意欲が低下してお

ります。 

「森林文化」や「木の文化」が、担い手の減少等により衰退する

おそれがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため、令和３年度からの第４期対策においては、６つの施策

ごとに様々な事業を実施してきました。 

主なものを御紹介いたします。 

なお、ここに記載しております実績の数字等は令和５年度まで

のものとなってございます。 

 

（１）森林環境の適正な保全として、水源区域や水源かん養機

能、山地災害防止機能など森林の有する公益的機能が特に高い

区域の森林整備を、２，５０２ヘクタール実施いたしました。 

また、人と野生動物との共生や景観整備等、地域住民が行う里

山林整備３３１ヘクタールを支援いたしました。 

この施策に関して、次期対策に向けた基本的な考え方としまし

ては、荒廃が懸念される森林の公益的機能の低下を防ぐための

森林整備に引き続き取り組み、森林の循環利用に向けた主伐から

再造林までの一貫作業や、地域住民が里山林を整備できる支援

が必要で、これらの取組実施に当たっては、路網整備や花粉症発

生源対策などにもあわせて取り組む必要があります。 

 

（２）森林資源の活用による持続可能な社会づくりとしまして、間

伐材の搬出推進のため、林内作業路１２６キロメートルを開設し、

県産材を活用した新築住宅など、４６８棟に対し、住宅ポイントを交

付することで、県産材の需要拡大を図りました。 

次期対策に向けては、主伐期を迎えた森林資源の循環利用を

進めるため、県産材需要を拡大させる必要があり、公共施設等の

木造・木質化や、新たな木材製品の開発等に取り組む必要があり

ます。 

 

（３）市町村が行う森林づくり等の推進として、集落周辺や街道

沿線の森林整備３０６ヘクタールの実施や、小中学校の児童生徒

を対象とした森林環境学習に小中学校延べ１，１０８校が取り組み

ました。 

次期対策に向けては、森林環境譲与税が市町村に配分されて

いる状況を踏まえて、地域の特色ある森林づくり、木育、森林環境

学習など、市町村が求める独自性を持った取組を柔軟に支援する

必要があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）県民参画の推進としまして、ふくしま植樹祭を毎年開催し、

合計延べ１，７００名の県民の方々に御参加頂きました。 

幼少期から成人まで幅広い世代への森林環境学習機会を創出

し、保育施設の体験活動５５回や、県立学校２５校が森林環境学

習に取り組みました。 

次期対策に向けましては、森林ボランティア団体等の森林づくり

を支援し、広い世代が参加する森林づくり意識醸成活動機会の提

供、森林づくり活動フィールドの整備、指導者育成や森林環境学

習施設等の情報発信、ふくしま植樹祭等の開催や、ＳＮＳなどを通

じた、森林の有する公益的機能の重要性の発信に取り組む必要

があります。 

 

（５）ふくしまの森林文化の継承では、森林文化記録映像を６本

作成し、出前講座を７回実施いたしました。 

なお、こちらに記載はしておりませんが、これまで作成した記録

映像は、これで合計２８本となっております。 

また、桐や漆の生産振興のため、意見交換会を１２回開催して

おります。 

次期対策に向けましては、森林の文化や木の文化を県民の財

産として次の世代に引き継ぐため、記録保存し、一般県民へ継承

していく必要があります。 

 

（６）森林環境基金の運営では、第三者機関である「森林の未来

を考える懇談会」を毎年３回ずつ開催し、税を活用した事業の評

価や御意見を頂いております。 

次期対策に向けましては、取組の透明性、平等性を確保するた

め、森林の未来を考える懇談会から評価を頂くとともに、制度への

理解促進のための広報強化が必要です。 

 

ここまでが資料１の中間取りまとめ（案）の１４ページまでをまとめ

たものとなってございます。 

 

その続きの資料１の１５ページをお開きください。 

第４ 福島県森林環境税を活用した次期対策の提案について

御説明いたします。 

１９ページをお開きください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図にまとめておりますので、こちらで御説明いたします。 

なお、この図についてですが、事前に委員の皆様にお送りした

案では、第３の次期対策に当たっての基本的な考え方の後ろ、本

日の資料ですと１５ページあたりになりますが、そのところに位置し

ていたのですが、図に記載していた内容が項目の第４に近いこと

や、第４の次期対策の提案をこの図に整理した上で、重点的に取

り組む事項等をお示ししたほうがより分かりやすいと考え、差し込

む位置を修正しておりますので、この点も御確認頂ければと思い

ます。 

 

図 次期対策の施策の内容です。 

施策の１つ目「森林環境の適正な保全」としまして、水源区域な

どの森林の有する公益的機能が特に高い区域内の造林や間伐等

の森林整備、主伐から再造林までの一貫作業、里山林における

緩衝帯整備、これらを重点的に取り組む事項としております。 

ほかに、森林整備を進めるための路網整備や、森林病虫獣害

対策、花粉症対策苗木の生産力強化、県と市町村等との森林情

報の共有、Ｊクレジット制度の普及等について取り組むこととしてお

ります。 

 

施策の２つ目「森林資源の活用による持続可能な社会づくり」で

す。 

県民の木材利用に対する意識の醸成、県産材の住宅等建築物

への利用を重点的に取り組む事項としております。 

そのほか、間伐材等の木質バイオマス利用、森林認証制度の

普及推進、新たな技術等による木材製品の開発などに取り組むこ

ととしております。 

 

施策の３つ目「市町村が行う森林づくり等の推進」です。 

小中学校における森林環境教育・学習・活動の実施、地域住民

の森林環境学習や幼少期の「木育」等による森林づくりへの意識

醸成、ボランティア活動フィールドなどの森林整備、森林情報の適

正管理、森林環境学習施設等の木造･木質化などに取り組むこと

としております。 

 

施策の４つ目「県民参画の推進」では、企業や森林ボランティア



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体等の森林づくりの推進、幅広い世代への森林づくり意識醸

成、森林環境学習、ふくしま植樹祭の開催、ＳＮＳを通じた情報発

信等を重点と位置づけ、ほかに森林づくり指導者の育成、森林づ

くりフィールドの整備、森林環境学習施設等に関する情報提供等

に取り組むこととしております。 

 

「ふくしまの森林文化の継承」では、森林や木材に関する文化

の記録と研修会等での活用による技術継承保存と意識醸成を重

点とし、桐や漆、きのこなどの森の恵みに関する県民への普及、地

域産業の振興に取り組むこととしております。 

 

「森林環境基金の運営」では、引き続き県税を活用した事業へ

の意見聴取や評価、県税を活用した取組の広報に取り組むことと

しております。 

 

続きまして、資料の２を御覧ください。 

事前に委員の皆様から頂いた御意見等と、その対応について

御説明させていただきます。 

なお、ここでは、中間取りまとめ（案）の修正等に関する御意見

のみを御紹介させていただきたいと思いますので、御了承頂きた

いと思います。 

 

No.1「【取組の内容と実績】で、沢山の実績を書いているが全て

文書で書かれているので分かりづらい。表やグラフにしてもらえる

と分かりやすい。」というような御助言がございました。 

この御意見をもとに、先ほど御説明させていただきましたＡ３判

の横の表、こちらを作成させていただいております。 

 

No.３、「次期対策に当たっての基本的な考え方について」の部

分に、御意見で「２０２２年のＣＯＰ１５で２０３０年までの世界目標と

して、ネイチャーポジティブを目指すことが決まっていること、福島

県が果たす役割は非常に多いと考える、森林環境税をネイチャー

ポジティブにつながる取組に活用できる仕組みを御検討頂きた

い、福島県はネイチャーポジティブに関しての、普及が進んでいな

いと感じる。」といった御意見がございました。 

この御意見に関しまして、中間取りまとめ（案）のほうは、原案の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ままとさせていただきました。 

理由としましては、本県の現状や課題を踏まえ、本税において

は、森林を全ての県民で守り育てる意識の醸成というところを主軸

にまとめさせていただいております。 

また、本県における取組は、御意見を頂戴いたしましたネイチャ

ーポジティブのほか、ＳＤＧｓ、２０５０カーボンニュートラル等にも貢

献すると考えております。 

それぞれの目標達成において、まずは最初の一歩として、森林

づくり活動等へ県民の皆様に参加していただくことが必要と考えて

おります。 

生物多様性の保全の取組については、原案にお示ししておりま

す中間取りまとめの中でも、例えば一貫作業や再造林の推進、齢

級構成の平準化といった内容で記載させていただいており、令和

８年度以降の具体的な取組に当たっては、主管課である自然保護

課と連携を図りながら、検討・実行してまいりたいと考えておりま

す。 

 

No.５です。 

第４の（５）に対する御意見となってございます。 

「ふくしまの森林文化の継承」に関する御意見でございますが、

「森林文化についての周知がもっと必要ではないのかと感じた」と

いうことと、「情報発信にも力を入れた事業を展開していただけた

ら」という御意見でございました。 

 

No.6 も同じく、森林文化の継承に関する御意見でございまし

た。 

「より具体的に調査し、考えて対策をしていくべき」「木が使用さ

れる機会が減ってしまっている」「どのように継承していくか、知恵

を出し合い、進めていかないといけない」「文化庁等とも連携して

いく必要がある」「桐や漆、木造建築の大工仕事、組手や建具の

技の組子なども消えつつある」といったところ、「現在残っている職

人の技を残していけるような仕組みも必要」といった御意見でござ

います。 

 

お二方の御意見を踏まえまして、資料１の１６ページを御覧くだ

さい。１６ページから１７ページにかけてになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前書きの部分に赤書きの部分を追加しております。 

あわせて、「①本県で育まれた森林文化を記録し、県民共有の

財産とするとともに、記録公開や研修会開催等による技術継承及

び意識醸成。」「②桐や漆、きのこなど森の恵みに関する魅力を県

民へ発信するとともに、関連する地域産業を振興。」こちらを追記

させていただいております。 

以上が委員から頂いた御意見への対応等になります。 

 

続きまして、今回の中間取りまとめ（案）に関する内容ではござ

いませんが、第４期森林環境基金事業の枠組み等について、参

考までに御説明させていただきます。 

 

参考１の２ページを御覧ください。 

第４期の令和３年度から令和７年度までの、税収額合計見込み

は、５７．５億円で、うち、県・市町村の徴収取扱費４億円を除い

た、５３．５億円を基金に繰入れ、前の第３期繰越額３．５億円を含

めた５７億円と、他財源０．４億円を足した、５７．４億円を活用して

事業に取り組んでおります。 

内訳は県事業が４２．９億円、市町村事業が１４．５億円となって

おり、県事業のうち、森林環境の適正な保全が２７．８億円、森林

資源の活用による持続可能な社会づくりが１０億円、県民参画の

推進が４．４億円、ふくしまの森林文化の継承が０．６億円、森林環

境基金の運営が０．１億円となっております。 

 

３ページ目は、期毎の施策分野別の実施割合となっておりま

す。 

第１期から第４期まで全ての期において、主たる施策となる森林

環境の適正な保全、こちらに最も多く活用しております。 

この森林環境の適正な保全は、第１期、第２期ともに５０％を上

回っていましたが、第３期以降は、県民参画の推進や、森林資源

の活用促進の取組が増加しています。 

理由としましては、県内の森林資源が充実し、木材利用促進に

関する取組が増えたこと、森林環境学習や森林づくり意識醸成活

動等への取組の拡充が挙げられます。 

市町村が行う森林づくり等の推進は、第１から第４期までほぼ同

じ割合となっております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

今野委員 

 

 

 

 

なお、第３期では、全国植樹祭をシンボルイベントとして位置付

け、関連事業に積極的に取り組んだため、県民参画の推進が大き

く増えていますが、これを除いた場合、施策ごとの割合は大きくは

変わっておりません。 

 

最後に、今後のスケジュールについて御説明いたします。 

４ページ目を御覧ください。 

本日、第３回森林審議会において、令和８年度以降の福島県森

林環境税の在り方についての中間とりまとめ（案）をとりまとめてい

ただきましたら、１２月の下旬から１か月ほど、県民意見公募（パブ

コメ）をかける予定でおります。県民から、中間取りまとめ（案）への

御意見を公募いたします。 

この県民意見をもとに再度中間取りまとめ内容を見直し、２月６

日に第４回森林審議会を開催し、答申案をとりまとめる予定でおり

ます。 

この後、この答申案をもとに、地方税制等検討会が開催され、３

月頃には報告書が提出される予定となっており、これを受けまし

て、令和７年４月頃に、森林審議会を、開催させていただき、答申

を頂く予定で進めてまいりたいと考えております。 

また、税制等検討会から、質問等があった場合には、年度内に

さらにもう１回、森林審議会を開催させていただくこともございます

ので、御了承願います。 

以上、令和８年度以降の福島県森林環境税の在り方について

中間取りまとめ（案）の御説明をいたしました。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

ただいま事務局より説明がありましたが、御質問、御意見等ござ

いましたらお願いいたします。 

今野委員お願いいたします。 

 

資料１の１９ページの森林環境保全のパートのところで、里山林

等の森林病虫獣害対策に取り組むというところが入っております

が、これを実施するに当たってその実態の把握をするというところ

は必要なのではないかと思って、そこにも予算を使ってはどうかな

と思いました。 



 

議長 

（藤野会長） 

 

森林保全課長 

（石井課長） 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

森林保全課長 

（石井課長） 

 

今野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。 

事務局のほうでいかがでしょうか 

 

 野生動物との緩衝帯の整備でございますが、こちらについては、

地元市町村等からの要望に基づいて、里山林整備事業で対応し

ているところで、改めてその実態調査をしながら、必要面積を把握

しているということではなくて、要望に応じて対応しているというの

が現在の状況でございます。 

 

 今後もそういう実態調査をこの森林環境税もしくはほかの事業で

行う予定などはございますでしょうか。 

 

 現時点では地元からの要望で対応しているということで、調査等

の予定はございません。 

 

要望があるのはそうなんですけど、実際、この環境税が使われ

て、それを実施したことによって、獣害が防げるとか、病虫害が防

げるようになったという、その実績としては、結局整備した面積でし

か今は計ってないということになるかと思うのですが、その辺が

後々適正に使われたのかという事を考えるのであれば、実態がこう

だったからそのためにこういう整備をして、こういう結果になるという

ところも、県民にもお示ししていく必要があるのではないかなと思

います。 

実態把握したほうがいいのではないかというところで御意見させ

ていただきました。 

 

適正に使用されているというのは、お金的な意味で不正が行わ

れているというようなお話ではなくて、本来だったら、例えば、１００

ヘクタールぐらい整備しないといけないところを、この予算を使って

５ヘクタールしかしていなかったと。要望通りだと５ヘクタールやり

ましたと言ってるんだけれども、本来１００ヘクタールしないといけな

いところをたった５ヘクタールだったら全然できていないんじゃない

のかと。そういうところをしっかりと勘案すべきという御意見でしょう

かね。 

 



今野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

田子委員 

 

 

 

 

 

 

そうですね、多いほうがいいのはいいとは思うんですけれども、

それを予算の中でやるしかないと思うんですが、鳥獣害の場合で

も地区の要望でここをやってほしいというのは確かに上がっている

んですが、それを実施することによって本当に防げるのかどうかっ

ていうところも、その専門家的な視点から見たときに、それを踏まえ

た上で実施しているのかということもそうですし、私も現場でいろい

ろ見ている感じですと、そういうところもあったりもするので、実態把

握の上で、ちゃんと効果が出るようにやらないと、また出ちゃったか

らそこの地区でまたやろう、またやろうと次々に範囲が拡大されて

いくだけになってしまうこともあるのかなと思うので、その辺も１回実

態把握というところはきちんとやられた上で、伐採とか間伐とかをや

ったほうがいいのではないかという意味でございます 

 

つまり、要望があった集落で対策を行いました。これで例えばシ

カが来なくなりました。でも、隣の集落にいっぱい出るようになりま

した。こういうような、獣害等の独特の対策をしたからといって、そ

れが本当に効果があったかどうか分からないとの御指摘ですか

ね。 

 

御意見ありがとうございます。 

実際の効果というところですが、今後事業として立ち上げる際

に、どのような方法があるのかということを検討したいと思います。 

 

この森林環境税の中だけというよりは、県として、どのように対応

していくのかというところになってくると思いますので、十分御判断

頂ければと思います。 

ほか、御意見、御質問などいかがでしょうか。 

それでは田子委員、お願いいたします。 

 

要望という意味でお聞き頂ければと思います。 

先ほどの阿武隈川の地域森林計画のところでもありましたよう

に、造林面積が６，２４５ヘクタールの計画があったんですが、実行

は１６７２ヘクタール、２７％の実行歩合であったと。これは、この地

域だけじゃなくておそらく福島県全体このような状況なのかなと推

測をしております。 

これは皆伐をしても植えない、伐後放置のところなど、いろいろ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

あるのかと思います。 

この森林環境税の中で、水源かん養であったり山地災害防止と

いうところが、非常に大事な役割を担っていると思いますし、今ま

でその成果は、私は現場にいる立場として、十分あったと認識をし

ております。 

ただ、先ほどの説明の中にもありましたように、材価の長期低迷

によって、なかなか森林所有者の方に材価だけの還元では、再造

林を行う、そしてその後の管理を行うという費用がなかなか見いだ

せないという現実があるので、この森林環境税によって、後押しを

してくれるというところは非常にありがたい状況だと感じておりま

す。 

説明にもありましたように、県内においても齢級構成がかなりい

びつな状況。最近植えている面積は微々たるもので、これが３０年

後４０年後に製材所の皆さんが、適材適寸の木が欲しいといったと

き、本当にあるんだろうかと、持続可能な資源となり得るんだろうか

という懸念もしております。 

一方で、高齢級の木だけだとすると、当然二酸化炭素の吸収能

力も落ちており、カーボンニュートラルの実現という期待をしている

役目もしっかり果たすところには至らない可能性もあるので、今ま

ではこの森林環境税において、どちらかというと主力は間伐だった

かもしれませんが、これからは高齢級の林分を皆伐して、少花粉も

しくは無花粉、もしくは他樹種をきちんと植えて、そして、将来の資

源としても、二酸化炭素の吸収能力を高めるという意味でも、花粉

の発生を抑えるという意味においても、間伐から主伐再造林にシ

フトすべきなのかなと考えております。 

現場としては、この県独自の森林環境税という仕組みは非常に

ありがたいと思っておりますし、今までも確かな効果がありましたの

で、ぜひ継続していただきたい。ただし、進め方・考え方を再度検

討してほしい。先ほどＪ－クレジットを推進するとありましたが、協定

の文書の内容であったり、民有林でそれを実行しようとすると、か

なりハードルが高いという現実もあるので、その辺の指導等もお願

いできたらと思います。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

では森林整備課長お願いいたします。 



 

森林整備課長 

（宗方課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

田子委員から要望として御意見頂きましたことについてお答えし

ます。 

齢級構成をみても間伐から再造林に向かっていくべきだというと

ころはおっしゃるとおりでありまして、現在の間伐と造林というところ

のくくりでいきますと、令和６年度の森林機能向上事業という間伐

をメインにしている事業があります。あと、森林機能維持事業とい

う、再造林を中心にした事業がありまして、この予算についても、令

和６年度から、間伐の予算よりも再造林に重点を置く予算となって

おり、令和６年度から再造林のほうが逆転して多くなっている流れ

があります。 

次期対策についても、この流れをより一層推進しながら、いびつ

になっている齢級構成の中で、改めて、次なる森林資源を造成す

るための再造林を推進していきたいと考えております。 

あわせて、１９ページにありましたように、Ｊクレジットの制度の普

及という中で、現行制度の森林整備に係る協定において、「二酸

化炭素吸収量の権利」が県に帰属する、という記載がございます。

その件についても、現在、本県として１０月にカーボンニュートラル

の条例もつくっておりますし、そういった森林整備を行うことによる

副次的な効果を、民間の力をより積極的に取り入れるというところ

で、ここの見直しも積極的に進めてまいりたいと考えておりますの

で、引き続き、再造林に向けての取組の御協力をよろしくお願いし

たいと思います。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

ほかに御意見、御質問などございますでしょうか。 

私のほうから、お配り頂いた参考の１、これと資料１の１９ページ

の図 次期対策の施策の内容についてなんですが、全体的なつく

りとして上のほうに「森林環境の保全」、そして下側に「森林を全て

の県民で守り育てる意識の醸成」というふうに書かれていて、その

境目のところが「市町村が行う森林づくり等の推進」となっておりま

すが、３の真ん中あたりで色が変わっているので、これは３のこの

取組が両方にかかっているのか、それともたまたま作り間違えたの

か、どっちなのか説明を頂きたい。 

そして参考の１、右側の「次期対策に向けた基本的な考え方」と



 

 

 

 

森林計画課主幹 

（眞壁主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

いうことで、番号と丸がついてるんですが、途中から対応しているも

のが分からない箇所があるので、これについて御説明頂ければと

思います。 

 

事務局から御説明させていただきたいと思います。 

会長の御指摘のとおり、この色分けは意識した色分けでござい

まして、３の「市町村が行う森林づくり等の推進」という部分の中身

が、「森林環境の保全」の部分と、「森林を全ての県民で守り育て

る意識の醸成」の両方にかかってくる部分となってございます。 

例えば、参考の１でちょうど太線で引かせていただいております

が、（３）の部分に３点打って実績を上げてございます。 

３つ目の「小中学校の児童生徒を対象とした森林環境学習」と

いう部分は意識醸成になるということで、これが「森林を全ての県

民で守り育てる意識の醸成」のくくりとなっております。 

ほかの２つは「森林環境の保全」でくくっております。 

こちらの参考資料の２ページ目を御覧頂ければと思いますが、

こちらを御覧頂くと分かりやすいと思います。表の下のほうに四つ

欄がありまして、右側に市町村事業のくくりが２つございます。 

市町村事業には「森林環境を保全するための事業」という部分

に、「県産材の利活用推進」や「木材バイオマスの利活用推進」、

「その他」という重点枠の部分の記載がございます。 

それ以外に、右側の「森林づくりの意識を醸成するための事業」

というところに、同じく市町村事業ですが、こちらは基本枠の部分

が大きく関わってきており、こういった形でまたがっているというとこ

ろを表現しています。 

資料１の１９ページの図も、そういう意味でこの施策の３番目の

「市町村が行う森林づくり等の推進」が２つにまたがるという意味

で、ここに入れております。 

重点的に取り組む事項上に置いているという都合上、線でうまく

分かれているわけではありませんが、またがるという意味での表現

をさせていただいているところです。 

参考資料の１の部分で、１番右の末に書かれて書いております

次期対策に向けた基本的な考え方のところは、丸の位置がずれて

おります。大変失礼いたしました。 

 

では合わせておいていただければと思います。 



（藤野会長） 

 

 

五十嵐委員 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

林業振興課長 

（酒井課長） 

 

五十嵐委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林業振興課長 

（酒井課長） 

 

五十嵐委員 

 

 

 

 

 

 

ほかに御意見、御質問などございますでしょうか。 

五十嵐委員、お願いいたします。 

 

２点あるんですが、この参考１の、取組内容の「森林環境の保

全」の中で「県産材を活用した新築住宅等の建築主への住宅ポイ

ント交付」ということで、新築住宅が４６８棟ということですが、 

新築住宅「等」の中には、リフォームのような形のものは含まれてい

ないですよね。 

 

 林業振興課長お願いします。 

 

 

 ポイントは最大で６０万円相当分ということなのですが、リフォーム

のところにつきましては、少し調べさせてください。 

 

知り合いが、県産材を使ってリフォームした件があったんです。 

その際、床材と壁材にかなり地元材を使ったんですが、応募し

ようとしたら「構造材に限る」というような書き方があったので、床と

か壁面というのは含まれないみたいで、残念ながら該当しなかった

らしいんですが、床を合板の代わりに無垢の、例えばスギですと

か、地元の製材所さんで引いていただいたものを使うことが該当に

なると、新築というのはハードルが高いような現状になっています

ので、広く浅くこういった県産材を使うということを周知させるには、

今後そのあたりも考えていただくのもいいのかなと思って意見を申

し上げました。 

 

 ありがとうございます。今後の参考にさせていただきたいと思いま

す。 

 

 あともう１点なんですけれども、森林環境学習ということで、小中

学校を中心に、幅広くやっていらっしゃると思います。 

県の考え方としても、これも今の取組内容のちょうどこの黄色と

緑の間の下のところなんですが、この地域の特色あるということで

の学習なので、市町村独自に、その学校に任せて、そこに対して

の支援を行うという、その姿勢はすごく意味があると思います。市

町村がこの森林環境の学習に意義を見いだして積極的に進めて



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

鈴木（謙）委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる学校もしくは先生ですと、非常に意味のある取組もできると思

いますが、先生方もどんどん変わっていきますし、森林環境にあま

り馴染みのない先生方の場合には、なかなか積極的に取り組まな

いという問題も出てくると思うんです。 

これもすぐにということじゃないんですが、様々な形で、教育委

員会等で先生方の研修とか、今 IＣＴ教育を中心に先生方は研修

をなさってると思うんですが、そこに今までの取組の中で非常に有

効だったりとか特色があったりとか、面白い森林環境学習の例とか

を研修に取り入れていただくこともいいのかなと常々思っていま

す。すぐにとはいかないと思うんですが、きっかけとしてそんなこと

ができたらいいのではないかと思います。 

以上です。 

 

貴重な御意見ありがとうございます。 

今までの取組の実績が相当数出てきておりますので、そういっ

たところを考えながら、こういった取組はどうだろうかということを今

後検討していければと思っております。 

 

積極的に検討のほうよろしくお願いいたします。 

ほか、いかがでしょうか。 

では、鈴木謙司郎委員お願いいたします。 

 

 森林環境保全の県産材を活用した新築住宅のポイント交付とい

うところでなんですが、住宅のほうもポイントつけていただくのと、こ

れから住宅というのはどうしても人口減少などもあるので、住宅以

外の建物であったり、そういう施設などの非住宅にもこういったポイ

ントなどをつけていただくと、木材はかなり使われると思いますの

で、どうかと思っての意見でした。 

もう１つが、例えば農林水産のものじゃないですが、他県への売

り込みということで、例えばお米とか、トマトとかそういったものを消

費地である東京とかそういったところにも売り込みをされると思うん

ですが、木材も同様に他県に持っていった場合の、そういったポイ

ントなども御検討していただければいいかと思います。 

他の県では積極的に、消費地にポイントであるとかそういったも

のをいろいろ出していると聞いたので、御意見として出させていた

だきました。 



 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

議長 

（藤野会長） 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

今野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

 

 

 

 

木材利用拡大に関しての貴重な御意見ありがとうございます。 

検討をさせていただきたいと思います。 

 

念のための確認ですが、令和８年度以降もこの住宅ポイント交

付は、県としては行うということでよろしいでしょうか。 

 

 制度継続の決定後となりますが、検討したいと思います。 

 

 

参考１は、令和３年度から５年度までの実績であり、資料１の１５

から１６ページにかけてのところに、木材利用のことが文面として書

かれておりますが、こちらには住宅ポイント等は記述されておりま

せんので、今後の県庁の中の協議によっては、住宅ポイント自体

が取りやめになる可能性も捨て切れないということは一応御了承

頂ければと思います。 

 他に御意見いかがでしょうか。 

 では、今野委員お願いいたします。 

 

先ほどの五十嵐委員のお話に付け加えるような形になるのです

が、森林環境学習を私のほうでもやることがあるんですが、学校の

先生たちは忙しいので、１から自分たちでプログラムを考えたりと

か、その事業の中に組み込むというのは厳しい部分があるかなと

思いますので、もりの案内人さんたちにお願いしてやっていただい

たりする部分もあると思うんですが、そのもりの案内人さんに森林

環境学習のプログラム自体を提供して、それを学校に行って運営

してもらうというような形のことができると、もう少し意図的に森林環

境学習プログラムを普及するというような形もできるのかなと思うの

で、そんなことも今後御検討頂ければいいかなと思います。 

 

小中学校の森林環境学習ですが、参考１の（４）森林づくり活動

指導者の育成というところにもりの案内人と書かせていただいてお

りますが、実際小中学校でもりの案内人の方が講師を務めて学習

をされているという例もございます。 

そういった取組で今も進めているところでございます。 

 



今野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もりの案内人さんの育成研修とかやられていると思うんですが、

そのときに小学校とか中学校に森林環境学習でこういうプログラム

ができますよというそのプログラム自体も、その育成研修の中に入

れたりしながらそれを運営して、自分たちのいる小学校とか中学校

に売り込みするじゃないですけどそういう形で積極的に、意図的に

森林学習のプログラムを作ったものを運営していってもらうというよ

うなことをすると少し小学校の先生方も助かる部分も多いと思いま

すので、そんなことも考えられてはいかがかなという意見でござい

ました。 

あともう１つ、参考１の表の中の緑と黄色分けていただいている

んですけれども、次のページの「第４期森林環境基金事業の枠組

み」は、これは都合上白黒なのかもしれませんが、事業の中身の

部分も何か色分けを同じようにしていただくともう少しイメージしや

すいかなと思いました。 

 

ありがとうございます。 

２点目のところは、御意見ということで、ＰＤＦファイルなどで作れ

るのであれば色分けしていただければ良いのではないかと思いま

す。 

１点目のほうについてはいかがでしょうか。 

 

先ほどは答えになっておりませんでした、申し訳ありません。 

御意見いただいたところを、次期対策の中で検討していきたい

と思います。貴重な御意見ありがとうございます。 

 

県庁の中だけでやるわけにはいきませんので、教育行政とのつ

ながりということになってきます。 

例えば、授業の時間の中で、１つのコマの中で終わらせないと

いけない場合は、こういうことをしないといけない、もし２コマ使って

いいんだったらこういうことができます、そういったことも考えないと

いけませんし、特にもりの案内人の方と、そういう小中学校との間

で１番のギャップっていうのは、安全に関する部分、ここの部分が１

番大きな部分になってきたりすると思います。 

ほかにもいろいろと教育では気にすることが、もりの案内の方、

行政も含めてあまり認識していない部分というのが結構ありますの

で、まずは森林環境学習でどんなことが行われてるのかというのを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部委員 

 

 

 

 

 

調べて少し整理していただく中で、こういうパターンがあるんだなと

いうのを、教育とは何ぞやというところを勉強いただき、もりの案内

人の方にお示しできるようなモデルプログラムのようなものを一度、

簡単なものをつくっていただければ良いかと思います。 

それがあれば、もりの案内人の方のほうが多分柔軟性がありま

すので、地域によって、生えてる樹種とか生き物が違いますけれど

も、「こういう感じでお願いします」と言われれば、「おたくの地域の

山でしたらあの木がありますのでこういうことをしてみましょう」という

ような、提案をしていただけると思っておりますので、そのような流

れで見ていただけるのが良いのではないかと思います。 

小中学校の先生は、とても忙しい上に専門知識ゼロだと思って

いただいたほうがいいと思いますので、できれば森林サイドのほう

からも、全てとは言いませんが、モデル的にこのようなものはどうで

すか、というのをやっていただけるといいと思います。 

そういった森林体験のプログラムはインターネット上にもいっぱ

いありますので、そういうのを参考にしていただけるといいと思いま

す。 

１番良いのは、一度県庁の皆さんがそういうプログラムに御参加

ください。それが１番早いです。皆さん御専門なので知ってはいる

と思うんですが、こういう体験プログラムを経験はされていないと思

いますので、それを自分が実施する側になったらどうなるんだろう

と思いながら経験していただくと、非常に良い案がたくさん出てくる

のではないかと思います。何しろ皆さん森林林業のプロでございま

すので、そういう視点で見ていただけるほうがより実効性もあり、より

レベルの高いものになってくるのではないかと思います。 

貴重な御意見ありがとうございました。 

時間も大分たってまいりましたが、ほかに御意見はいかがでしょ

うか。 

阿部委員、御意見ございますか。 

 

 森林資源の活用と次世代の人材育成に関することですが、本学

の建築デザイン専攻では、先月１１月に福島県の相双農林事務所

さんのご提案で、構造用大断面の集成材の施設見学や、県産材

を活用して建築された施設見学のほか、製材工場を見学するフィ

ールドワークを試みました。 

先ほど話に出た大工技術の継承と同様に、これから建築士とし



 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

 

 

阿部委員 

 

 

 

 

 

議長 

（藤野会長） 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

 

 

 

 

 

 

阿部委員 

 

 

 

 

て社会で活躍する学生に対して、意識の醸成という意味では、も

ちろん幼少期からの木育はとても大事なことと思いますが、大学生

に対しても森林資源の活用について考える見学会やフィールドワ

ークの機会を頂ければ人材育成にもつながるのではないかと思い

ます。 

例えばそういった項目につきましてもこの中に加えていただけた

らすごくありがたいと思います。 

 

ありがとうございます。 

こちらの資料の中では小中学校「等」となっておりますけれども、

高・大も含めて記述してはいただけないかというお話だったかと思

います。 

 

今回初めての取組でしたが、学生の反応が新鮮だったというこ

ともあってとてもよかったので、実際にフィールドワークをしながら

地域資源についても考える機会を与えていただけると、次世代の

育成という面でもプラスになるのではないかと思います。 

以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 では森林計画課長お願いします。 

 

 阿部委員からお尋ねありました、大学生への支援といった内容

ですが、参考１の中の取組内容の（４）県民参画の推進というところ

で、３つ目の点なんですけれども、幼少期から成人まで幅広い世

代への森林環境学習機会の創出ということで、県内の大学生グル

ープ１９団体に支援した実績がございます。 

実際どういったことかと言いますと県内の大学におけるサークル

活動などグループによる森林に関する自己学習を支援しているも

のでございますが、こちらとは内容が違うイメージでしょうか。 

 

そうですね。本学でもお世話になっております。森林自己学習

支援事業では、学生を中心とした活動ということでお世話になって

おりますが、こちら側からの働きかけで、そういった機会をつくって

あげるという意味で意義あることでしたので、そういった企画も考え

ていく必要があるのではと思いましたので意見を述べさせていた



 

 

森林計画課長 

（鈴木課長） 

 

議長 

（藤野委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

（野崎総括主幹） 

 

 

 

だきました。 

 

承知いたしました。 

御意見ありがとうございます。 

 

 参考までに申し上げておくと、森林自己学習というのは、卒業論

文のような、自分たちで勉強していく、１人というよりは、大体グル

ープで行うことが多いのですが、旅費や資料を買ったりする費用、

そういうものを、県が補助をしてくれる、そういう事業があります。 

ですので、工場見学に行くというよりは、もう少しお勉強をしてい

ただくものになりますが、そこまでいかないにしても、全然よく分か

っていない学生たちを山に連れていくとか、製材工場に連れてい

く、そういうものもあってもいいのかなとは思っています。 

私も、学生を連れて行くときもありますし、今も連れていく企画を

立てていたりしますが、全然知りませんね。普通に小学生と同じよ

うな反応するので、小学生と同じような内容をやっております。 

それで十分楽しんでもらえるので、それで良いのかなと思いま

す。幅広く機会が増えれば増えるだけいいのかなと思います。 

御意見ありがとうございました。 

ほかに御意見、御質問等ございますでしょうか。 

特にないようでしたら、これで本日の審議終了したいと思いま

す。特に修正すべき点でいうと先ほど私がお話しした丸がずれて

いることぐらいしかなかったかと思いますので、この後、もう一度見

直していく中で多少の修正等があるようでしたら、事務局と私のほ

うで調整させていただくこともあろうかと思います。 

御一任頂いてよろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

それでは、以上で本日の審議を終了したいと思います。 

御協力ありがとうございました。 

司会をお戻ししたいと思います。 

 

 藤野会長ありがとうございました。 

また、委員の皆様には、長時間にわたり御審議頂きまして誠に

ありがとうございます。 

それでは次第の６その他に移らせていただきます。 

事務局のほうからお願いいたします。 



 

森林計画課主幹 

（眞壁主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

（野崎総括主幹） 

 

 事務局より２点御連絡がございます。 

１点目は次回の開催についてです。 

先ほどスケジュールの中で御説明させていただきましたが、令

和６年度第４回福島県森林審議会は、２月６日（木）の午後１時半

からの開催を予定しております。 

なお、後日森林審議会長から文書で御案内いたしますので、御

確認ください。 

 

２点目は本日の議事録についてです。 

議事録につきましては、整理の上、御発言頂きました各委員に

御確認を頂き、議事録署名人の署名後、写しを全員へお送りいた

します。 

なお、議事録は福島県ホームページで公表いたしますので、御

了承願います。 

以上になります。 

 

それでは以上をもちまして、福島県森林審議会を閉会いたしま

す。 

 


